
 

小
・
中
団
体
に

揃
っ
て
優
勝
旗 

台
風
２
号
が
本
土
に
接
近
し
、
前
日

か
ら
降
り
続
く
雨
が
一
層
激
し
く
な
る

中
、
「
第
３９
回
中
兵
庫
少
年
剣
道
大

会
」
は
、
西
脇
市
に
於
い
て
行
わ
れ
、

選
手
約
４００
名
、
大
会
関
係
者
２００
名
、

併
せ
て
６００
名
が
参
集
し
た
。 

試
合
は
、
個
人
戦
と
し
て
、
女
子

の
み
、
小
学
生
低
学
年(

２３
名)

、
同

高
学
年(

３３
名)

、
そ
れ
に
中
学
生

(

３０
名)

が
力
比
べ
、
一
方
団
体
戦
で

は
、
小
学
生
（
３５
チ
ー
ム
）
、
中
学

生(

２６
チ
ー
ム)

が
優
勝
を
争
っ
た
。 

開
始
間
も
な
く
当
地
に
も
大
雨
警

報
が
発
令
さ
れ
、
緊
迫
し
た
中
で
、
予

定
よ
り
１０
分
早
め
て
開
会
式
が
始
ま

っ
た
。
選
手
、
保
護
者
、
大
会
役
員
ら

が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
中
、
来
賓
と
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
地
元
西
脇
市
の
教
育
長
、

三
崎
紀
男
氏
は
、
３
月
１１
日
の
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
我
々
が
教
訓
と

し
て
学
ん
だ
こ
と
の
中
で
、
今
日
剣
道

を
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
少
年
剣
士
た

ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
あ
と
、

子
供
た
ち
が
最
近
生
活
の
中
で
見
つ
け

た
「
い
い
言
葉
」
の
一
つ
を
紹
介
し
た
。 

そ
れ
は
、
地
元
西
脇
の
小
学
６
年

生
、
足
立
真
帆
さ
ん
に
お
母
さ
ん
が
言

っ
た
言
葉
、
「
コ
ツ
コ
ツ
努
力
す
る
の

も
才
能
」(

試
合
に
負
け
て
も
毎
日
倦

ま
ず
稽
古
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
立
派

な
才
能
だ
。) 

と
い
う
も
の
だ
。
紹

介
さ
れ
た
足
立
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
言

葉
は
、
参
加
し
た
選
手
の
胸
に
強
く
響

い
た
。 

選
手
宣
誓
は
、
地
元
の
二

人
の
女
の
子(

西
脇
と
黒
田
庄

の
キ
ャ
プ
テ
ン)

が
さ
わ
や
か

に
行
っ
た
。
次
い
で
優
勝
旗
が
、

前
年
優
勝
の
小
学
生
「
枝
吉
己

勝
館
」(

西
神)

、
中
学
生
「
吉

川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

（
三
木
）
か
ら
返
還
さ
れ
、
開
会
式
は

終
わ
っ
た
。 

試
合
は
個
人
戦
か
ら
開
始
さ
れ
、

全
６
コ
ー
ト
で
一
斉
に
行
わ
れ
た
。
我

が
三
木
市
か
ら
は
、
吉
川
の
三
藤
暢
子

さ
ん
が
小
学
生
高
学
年
の
部
で
準
優
勝
、

別
所
の
成
瀬
沙
弥
さ
ん
が
小
学
生
低
学

年
の
部
で
３
位
に
入
賞
し
た
。 

入
賞
者
次
の
通
り
。 

【
小
学
生
低
学
年
女
子
】 

１
位 

西
野 

瞳
（
小
野
柳
心
館
） 

２
位 

松
山
千
夏
（
つ
つ
じ
が
丘
） 

３
位 

成
瀬
沙
弥
（
別
所
） 

 
 
 

３
位 

岡
野
美
優
（
社
剣
道
） 

 

【
小
学
生
高
学
年
女
子
】 

１
位 

植
田
華
加
（
己
勝
館
） 

 
 

２
位 

三
藤
暢
子
（
吉
川
） 

３
位 

足
立
夏
帆
（
西
脇
） 

 
 
 

３
位 

村
上
瑞
保
（
黒
田
庄
） 
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２９
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民
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タ
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優勝を決めた吉川の小学生チームと手島監督 

（１） 



【
中
学
生
個
人
戦
女
子
】 

１
位 

川
村
さ
く
ら
（
尚
勇
館
） 

 

２
位 

荒
木
七
海
（
北
条
） 

３
位 

山
崎
萌
子
（
す
ず
か
け
） 

 

３
位 

宮
本
紗
季
（
す
ず
か
け
） 

吉
川
、
快
進
撃
！ 

（
団
体
戦
） 

小
学
生
団
体
の
部
に
は
、
三
木
か

ら
５
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
そ
れ

ぞ
れ
３
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
を
戦
っ
た

が
、
吉
川
以
外
見
る
べ
き
活
躍
は
な
く
、

早
々
と
姿
を
消
し
た
。 

唯
一
、
吉
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
チ
ー
ム
は
、
次
々
に
相
手
を
退
け
、

一
気
に
優
勝
戦
ま
で
駆
け
上
が
っ
た
。

こ
の
大
会
よ
り
少
し
前
、
た
つ
の
市
新

宮
で
行
わ
れ
た
全
県
の
道
場
連
盟
の
大

会
で
、
小
・
中
が
揃
っ
て
準
優
勝
し
た

と
い
う
実
績
が
自
信
を
付
け
て
い
る
の

だ
ろ
う
。 

前
年
度
優
勝
者
で
、
実
力
も
あ
る

西
神
、
枝
吉
己
勝
館
と
の
決
勝
戦
で
も
、

前
半
の
劣
勢
を
見
事
ひ
っ
く
り
か
え
し
、

そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ
た
。 

勝
者
同
数
、
わ
ず
か
１
本
の
本
数

勝
ち
だ
っ
た
が
、
優
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し

い
、
白
熱
し
た
好
試
合
だ
っ
た
。 

一
方
、
中
学
生
団
体
の
部
で
も
、

過
去
５
年
間
常
勝
だ
っ
た
三
田
市
の
つ

つ
じ
が
丘
や
己
勝
館
な
ど
問
題
に
せ
ず
、

決
勝
戦
で
、
同
教
室
の
Ａ
と
Ｂ
が
覇
を

争
う
と
い
う
、
実
力
の
違
い
を
見
せ
つ

け
た
。
結
局
Ａ
チ
ー
ム
が
勝
利
し
た
が
、

Ｂ
チ
ー
ム
と
て
そ
れ
に
遜
色
の
な
い
フ

ァ
イ
ト
溢
れ
る
試
合
を
展
開
し
た
。 

団
体
戦
で
は
小
・
中
学
生
共
吉
川

チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
２
本
の
優
勝
旗
、

１
個
の
準
優
勝
杯
を
受
け
取
っ
た
。
こ

の
大
会
の
小
学
生
団
体
で
三
木
勢
が
優

勝
し
た
の
は
、
平
成
１３
年
「
三
木
平

田
」
以
来
１０
年
ぶ
り
で
あ
る
。
中
学

生
は
２
連
覇
。 

小
・
中
学
生
団
体
戦
の 

吉
川
チ
ー
ム
の
戦
績 

【
小
学
生
団
体
戦
】 

○
一
回
戦
リ
ー
グ
戦 

吉 

川 

４ 

― 

０ 

船 
城 

吉 

川 

３ 

― 

０ 

柳
心
館
Ｂ 

○
二
回
戦
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
） 

吉 

川 

２ 

― 

２ 

つ
つ
じ
が
丘 

（
本
数
勝
５  

―  

４
） 

○
準
決
勝  

吉 

川 

３ 

― 

１ 

尚
勇
館 

○
決 

勝 

吉 

川 

１ 

― 

１ 

己
勝
館 

（
本
数
勝
４ 

― 

３
） 

※
決
勝
戦
の
結
果
は
以
下
の
通
り 

【
中
学
生
団
体
戦
】 

吉
川
Ａ
の
対
戦
成
績
（
決
勝
ま
で
） 

一
回
戦
リ
ー
グ 

吉
川
Ａ
３
―
０
船
城 

吉
川
Ａ
３
―
１
春
日
台 

二
回
戦 

 

吉
川
Ａ
３
―
０
す
ず
か
け
Ｂ 

三
回
戦 

 

吉
川
Ａ
２
―
０
尚
勇
館
Ａ 

吉
川
Ｂ
の
対
戦
成
績
（
決
勝
ま
で
） 

一
回
戦
リ
ー
グ 

吉
川
Ｂ
３
―
０
社
Ａ 

 

吉
川
Ｂ
２
―
０
黒
田
庄 

二
回
戦 

 

吉
川
Ｂ
１
―
０
加
西
ス
ポ
Ａ 

三
回
戦 

 
吉
川
Ｂ
２
―
０
己
勝
館 

 決
勝
戦 

吉
川
Ａ 

１ 

― 
１ 

吉
川
Ｂ 

 

（
勝
数
３
―
２
で
吉
川
Ａ
が
優
勝
） 

                              

吉 
 

川 

先 次 中 副 大  

石
原 

池
田 

三
藤 

岡
坂 

橋
間 ４

／
１ ○コ メ 

 
 

○コ 
 

  

○メ
メ 

 

己
勝
館 

メ
メ 

 

３
／
１ 植

田 

藤
岡 

藪
口 

藤
井 

岡
森 

吉 
 

川
Ａ 

先 中 大  

橋
間 

川
﨑
將 

石
田 ５

／
２ 

 

○メ 
 
 
 
 

メ 

メ
メ 

○メ
コ 

○メ
メ 

  

尚
勇
館
Ａ 

   

１
／
０ 落

合 

下
原 

芦
田 

吉 
 

川
Ｂ 

先 中 大  

浅
井 

岡
坂 

川
﨑
開 

 

４
／
２ 

○メ メ 
 

 
 

○メ 
 

 

○メ
コ  

 

己
勝
館 

 

 

 

１
／
０ 鈴

木 

 

石
倉 

藤
岡 

吉 
 

川
Ａ 

先 中 大  

橋
間 

川
﨑
將 

石
田 ３

／
１  メ 

 
 

 

○コ 

○メ
メ 

 

吉
川
Ｂ 

○コ 

 

 

２
／
１ 浅

井 

岡
坂 

川
﨑
開 

決勝戦 吉川ＡＢ対決  吉川Ａ 準決勝戦 吉川Ｂ 準決勝戦 

（２） 



県
内
少
年
剣
道
の
大
会
の
中
で
、

最
大
且
つ
も
っ
と
も
精
鋭
が
集
う
、
年

一
回
の
恒
例
「
兵
庫
県
少
年
剣
道
の
集

い
」
は
、
今
年
４４
回
を
迎
え
、
６
月 

２６
日
（
日
）
、
神
戸
市
立
王
子
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。 

 

全
県
か
ら
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
は
９９

チ
ー
ム
、
「
今
年
こ
そ
！
」
と
意
気
込

む
。
三
木
市
か
ら
は
、
吉
川
、
志
染
、

自
由
が
丘
、
三
木
中
央
、
緑
が
丘
の
５

教
室
が
参
加
し
た
。
中
で
も
、
１
月
前

の
「
中
兵
庫
少
年
剣
道
大
会
」
（
於
西

脇
市
）
で
、
圧
倒
的
強
さ
で
初
優
勝
し

た
吉
川
剣
道
協
会
少
年
部
チ
ー
ム
は
、

初
優
勝
の
決
意
を
秘
め
て
会
場
に
乗
り

込
み
、
予
想
ど
お
り
順
調
に
勝
進
ん
で

行
っ
た
。 

 

吉
川
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
戦
を
、

Ｐ
ブ
ロ
ッ
ク
で
「
一
宮
誠
心
剣
友
会
」

「
や
ま
び
こ
会
」
等
と
第
３
試
合
場
で

戦
っ
た
。 

 

緒
戦
「
一
宮
誠
心
」
と
は
基
本
団
体

試
合
で
は
４
―
１
で
不
利
だ
っ
た
も
の

の
、
一
本
勝
負
試
合
で
は
４
―
０
で
圧

倒
し
、
５
―
４
で
退
け
た
。
続
く
「
や

ま
び
こ
会
」
に
は
、
基
本
、
一
本
勝
負

共
に
圧
倒
し
６
―
２
で
勝
利
、
「
一
宮

誠
心
」
「
や
ま
び
こ
会
」
の
試
合
結
果

を
待
た
ず
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒

を
進
め
た
。 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
戦
は
、
団

体
対
抗
試
合
と
し
て
３
本
勝
負
で
争
わ

れ
る
。
３３
チ
ー
ム
が
残
っ
た
。
三
木

市
で
は
唯
一
の
進
出
で
あ
る
。
吉
川
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
最
初
の
相
手
は

「
尼
崎
市
成
文
剣
友
会
」
。
先
鋒
引
き

分
け
の
後
、
次
鋒
、
中
堅
、
副
将
と
と

っ
て
３
―
０
で
突
き
放
す
。
続
い
て

「
宍
粟
剣
道
連
盟
少
年
部
」
だ
．
宍
粟

市
の
各
教
室
か
ら
有
力
選
手
を
集
め
た

精
鋭
チ
ー
ム
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
も
３

―
０
で
圧
倒
、
１
本
も
許
さ
な
か
っ
た
。

準
々
決
勝
は
、
同
じ
東
播
地
区
の
「
加

古
川
警
察
少
年
剣
道
会
」
、
こ
こ
と
は

先
の
東
播
大
会
で
対
戦
し
て
い
る
。
絶

好
調
の
次
鋒
岡
坂
蓮
、
中
堅
石
原
颯
一

朗
が
踏
ん
張
り
２
―
１
の
僅
差
で
退
け

る
。
続
く
準
決
勝
戦
は
最
大
の
山
場
だ
。

相
手
は
、
昨
年
優
勝
の
第
１
シ
ー
ド

「
太
子
丹
生
会
」
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、

予
想
に
反
し
て
中
堅
を
除
く
他
の
４
名

が
落
と
さ
ず
、
あ
っ
さ
り
３
―
１
、
勝

本
数
も
５
―
２
で
一
方
的
に
下
し
た
。 

い
よ
い
よ
決
勝
戦
で
あ
る
。
念
願

の
初
優
勝
は
目
前
、
し
か
も
相
手
「
つ

つ
じ
が
丘
少
年
剣
友
会
」
と
は
、
５
月

の
中
兵
庫
大
会
で
出
会
い
、
破
っ
て
い

る
。
さ
あ
、
試
合
が
は
じ
ま
っ
た
。
だ

が
、
ど
う
し
た
は
ず
み
か
、
流
れ
は
吉

川
に
は
来
な
か
っ
た
。
初
優
が
か
か
っ

た
決
勝
戦
で
固
く
な
っ
た
か
、
油
断
か

ら
か
、
先
鋒
橋
間
以
下
中
堅
ま
で
の
精

鋭
が
、
つ
つ
じ
の
３
人
に
枕
を
並
べ
て

１
本
負
け
。
副
将
池
田
聖
彬
が
一
矢
報

い
た
が
大
将
も
敗
れ
、
結
局
１
―
４
で

優
勝
を
逸
し
た
。
ま
さ
に
「
流
星
光
底

長
蛇
を
逸
す
。
」
（
上
杉
謙
信
『
川
中

島
』
）
―
大
物
の
相
手
を
討
つ
絶
好
の

機
会
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
打
ち
損
じ
て

逃
が
し
て
し
ま
う
無
念
さ
を
い
う
言
葉

―
と
い
う
心
境
の
手
島
昇
監
督
で
あ
っ

た
。 と

は
い
え
、
「
少
年
剣
道
の
つ
ど

い
」
準
優
勝
は
、
こ
れ
ま
で
三
木
の
各

教
室
が
達
成
し
た
こ
と
が
な
い
大
殊
勲

で
堂
々
の
凱
旋
だ
っ
た 

吉
川
、
殊
勲
の
準
優
勝
！ 

 
第
44
回
「
兵
庫
県
少
年
剣
道
の
集
い
」
（
６
月
２６
日 

王
子
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
） 

準優勝の吉川剣道少年団チームと指導者 

（３） 



          

 

                   

                              

                    

               

（
お
知
ら
せ
） 

吉
川
剣
道
協
会
会
長
、
吉
川
剣
道
少
年

団
の
指
導
者
と
し
て
吉
川
地
区
少
年
剣

道
の
普
及
・
振
興
に
大
い
に
貢
献
さ
れ

た
手
島
昇
先
生
が
、
さ
る
７
月
１４
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
６５
歳
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

吉吉川川剣剣道道少少年年団団  準準優優勝勝ままででのの軌軌跡跡  

「「少少年年剣剣道道のの集集いい」」全全７７試試合合のの成成績績 

予選リーグ戦

チーム名

1 コ ０ ③ メ １ メ １ メ 6/1 4/4 10/5

② ③ 0 ② ② 9/4 0/0 9/4

浅野 石原
基本 １本勝負 本／勝

 

吉川剣道少年団

一宮誠心

池田

大

三藤

田路 木村 谷口 栃尾 中尾

先 次 中 副

橋間

予選リーグ戦

チーム名

1 ② メ ③ メ ③ ② 　 １１/４ ２/２ 1３/６

② 1 0 0 1 コ ４/１ １/１ ５/２

本／勝

吉川剣道少年団

やまびこ会

池田

大

三藤

合田 黒阪 芳井 羽根田 東

先 次 中 副

　 　

石原
基本 １本勝負

橋間 岡坂

決勝トーナメント戦

チーム名

４/３

０／０

メ メメ コ

　
　

石原
本／勝

　

吉川剣道少年団

一宮誠心

池田

大

三藤

田路 木村 谷口 栃尾 中尾

先 次 中 副

橋間 岡坂

決勝トーナメント戦

チーム名

６/３

０／０

メメ

中 副

橋間 岡坂

　　

石原
本／勝

吉川剣道少年団

宍粟

池田

大

三藤

佐々木 祐谷 佐々木 山上 小林

先 次

メメ メメ

決勝トーナメント戦（準々決勝）

チーム名

４/２

２／１

本／勝

吉川剣道少年団

加警少

池田

大

三藤

水田 土井 上吹越 道 大西

先 次

メメ 反 　

中 副

橋間 岡坂

　

石原

コ

メ

メ

決勝トーナメント戦（準決勝）

チーム名

５/３

２／１　

中 副

橋間 岡坂

メ

石原

コ 　

メ

　

メ

コ

本／勝

吉川剣道少年団

太子丹生会

池田

大

三藤

大木 玉手 大竹野 圓尾 植木

先 次

　 メコ

決勝トーナメント戦（決勝）

チーム名

１/１

５／４

　

メ

　

メメ

中 副

橋間 岡坂 石原

メ メ 　

本／勝

吉川剣道少年団

つつじが丘

池田

大

三藤

松山 松山 本岡 奥所 藤田

先 次

　 　 メ

（４） 



七
段
昇
段
審
査 

森 

下 

哲 

次 

現
在
は
六
段
に
合
格
し
て
か
ら
六

年
し
な
け
れ
ば
年
齢
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
七
段
に
挑
戦
で
き
ま
せ
ん
。 

平
成
１６
年
１１
月
に
六
段
に
合
格
し

て
よ
り
本
当
に
長
い
時
間
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
今
か
ら
思
っ
て
も
仕
様
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
五
段
以
上
の
挑
戦

を
１６
年
間
も
諦
め
て
い
た
こ
と
に

後
悔
し
て
い
ま
す
。
７０
歳
に
な
る

年
に
や
っ
と
七
段
に
到
達
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
、
剣
道
を
通
じ
て
何

が
し
か
の
お
役
に
立
て
ら
れ
る
年
齢

を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

 

さ
て
、
修
錬
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
自

信
が
消
え
て
行
き
ま
し
た
。
気
力
や

体
力
は
衰
え
、
技
術
は
思
う
に
任
せ

ず
、
修
錬
の
目
標
も
見
え
な
く
な
る

毎
日
で
し
た
。
挫
け
そ
う
な
気
を
励

ま
し
て
稽
古
に
引
き
出
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
三
木
市
剣
道
連
盟
名
誉

会
長
の
小
紫
邦
夫
錬
士
で
あ
り
、
諸

先
生
方
の
ご
指
摘
が
暗
闇
に
光
を
与

え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
感
謝
し

て
も
な
お
余
り
あ
る
あ
り
が
た
い
お

心
で
し
た
。 

 

又
沢
山
の
仲
間
達
の
稽
古
を
見
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
「
ま
ね
び
」
、

取
り
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

学
生
時
代
に
、
僅
か
一
年
足
ら
ず

の
ご
指
導
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
武

道
専
門
学
校
最
後
の
卒
業
生
で
幅
広

く
活
躍
さ
れ
た
恩
師
、
古
谷
福
之
助

範
士
が
残
さ
れ
た
「
素
位
行
」
が
剣

道
人
の
心
、
立
会
い
で
の
心
で
は
な

い
か
と
今
回
の
審
査
で
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
範
士
の
言
葉
を

胸
に
、
背
伸
び
を
し
な
い
修
行
で
よ

り
深
い
悟
り
を
知
る
旅
を
続
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。 

 

審
査
会
場
で
松
永
政
美
範
士
か
ら

「
声
を
出
せ
た
者
は
合
格
し
て
い
ま

す
よ
」
と
初
め
に
説
明
が
あ
り
、
兎

に
角
こ
の
言
葉
に
賭
け
て
み
よ
う
。

た
だ
そ
れ
だ
け
で
審
査
に
臨
み
ま
し

た
。
声
を
出
そ
う
と
し
て
も
会
場
は

お
ろ
か
自
分
達
の
コ
ー
ト
で
も
伝
わ

っ
て
い
な
い
よ
う
な
発
声
だ
と
落
胆

し
な
が
ら
も
前
に
歩
を
進
め
、
打
ち

間
に
出
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
相
手
に

先
手
を
取
ら
れ
ま
し
た
。 

万
事
休

す
で
あ
る
。
そ
の
後
思
い
直
し
て

「
観
見
の
目
を
明
ら
か
に
」
し
た
途

端
、
打
ち
込
も
う
と
も
思
わ
ず
た
だ

相
手
の
気
持
ち
の
ま
ま
に
体
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
打
と
う
と
し
て
い
ま

せ
ん
か
ら
強
度
が
出
な
い
の
で
す
。

こ
れ
で
は
不
合
格
だ
と
立
会
い
が
終

わ
っ
て
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
年
寄

り
に
対
す
る
「
こ
れ
か
ら
も
稽
古
を

続
け
な
さ
い
」
と
い
う
温
情
で
昇
段

を
認
め
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

正
に
「
干
し
柿
」
。
い
く
ら
食
っ

て
も
「
へ
た
」
し
か
残
ら
な
い
愚
輩

で
も
昇
段
が
出
来
る
の
で
、
皆
様
は

当
然
そ
の
上
に
進
ま
れ
る
こ
と
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
。
審
査
員
の
温

情
に
改
め
て
感
謝
し
、
剣
道
連
盟
の

先
生
方
や
後
進
の
方
々
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
、
七
段
昇
段
審
査
で
３
名
が
合
格 

森
下
先
生(

七
段)

、
西
岡
先
生(

七
段) 

、
大
西
先
生(

六
段)   

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（５） 



剣
道
七
段
昇
段
の
御
礼 

西
岡
伸
泰 

 

平
成
23
年
４
月
30
日
（
土
）
、

京
都
で
の
七
段
審
査
に
合
格
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

中
学
生
か
ら
始
め
た
剣
道
、
藤
原

淳
作
先
生
に
竹
刀
の
持
ち
方
か
ら
教

わ
り
、
そ
の
後
三
木
中
央
少
年
剣
道

教
室
の
子
ど
も
た
ち
と
神
澤
正
輝
先

生
を
は
じ
め
仲
間
の
指
導
者
に
支
え

ら
れ
て
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

  

そ
し
て
こ
の
度
審
査
に
合
格
で
き

た
の
も
、
長
い
年
月
を
か
け
て
三
木

市
剣
道
連
盟
の
各
先
生
方
か
ら
ご
指

導
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
実
技
審
査
で
特
に
気
を
つ

け
て
臨
ん
だ
流
れ
を
書
い
て
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
昇
段
審
査
に
行
か
れ
る
先

生
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
せ
で
す
。 

・
安
栖
先
生
か
ら
の
一
足
一
刀
ま
で

の
攻
め
方
。 

・
黒
田
忠
夫
先
生
か
ら
の
打
突
前
の

溜
め
に
つ
い
て
。 

・
田
中
達
夫
先
生
か
ら
の
足
の
使
い 

方
。 

・
小
椋
治
朗
先
生
と
桧
皮
隆
夫
先
生

か
ら
の
打
ち
切
り
と
残
心
。 

こ
れ
ら
の
教
え
が
実
技
審
査
で
う

ま
く
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
そ
の
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
た 

形
審
査
は
、
小
紫
邦
夫
先
生
と
森
下 

哲
次
先
生
が
自
分
た
ち
の
大
切
な
練 

習
時
間
を
後
回
し
に
し
て
、
私
に
剣 

道
形
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お 

か
げ
で
す
。
本
当
に
頭
が
下
が
り
感 

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く 

の
先
生
方
か
ら
の
心
づ
か
い
に
一
歩 

で
も
近
づ
き
な
が
ら
自
分
の
剣
風
を 

求
め
て
練
習
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
を 

お
願
い
申
し
上
げ
、
昇
段
の
御
礼
と 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

剣
道
六
段
に
合
格
し
て 
 

大
西 

健  
 
 

 
 

      

 

こ
れ
ま
で
四
回
受
審
し
て
こ
と
ご
と

く
失
敗
し
、
も
う
年
齢
的
に
見
て
も
合

格
率
は
低
く
な
り
、
今
回
も
不
合
格
な

ら
も
う
受
審
す
る
の
は
止
め
よ
う
と
必

死
の
覚
悟
で
臨
ん
だ
六
段
審
査
、
過
去

の
審
査
で
は
立
ち
合
い
前
に
は
あ
あ
し

て
こ
う
し
て
と
思
い
浮
か
べ
て
臨
む
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
「
始
め
！
」
の
声
が

掛
か
る
と
頭
が
真
っ
白
に
な
り
何
も
考

え
る
こ
と
な
く
や
み
く
も
に
バ
タ
バ
タ

と
打
ち
合
う
だ
け
で
当
然
の
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
だ
が
今
回
は
不
思
議
と
落

ち
着
い
て
諸
先
生
方
か
ら
教
え
て
頂
い

た
よ
う
に
気
合
を
入
れ
て
立
ち
合
い
、

下
が
る
こ
と
な
く
間
合
い
を
詰
め
１０

秒
ぐ
ら
い
は
相
手
の
剣
先
を
殺
し
中
心

を
外
す
こ
と
な
く
動
き
を
見
、
思
い
切

っ
て
打
ち
間
に
入
り
、
攻
め
込
み
一
気

に
面
を
打
ち
切
る
と
相
面
と
な
っ
た
が

中
心
を
と
っ
て
い
た
分
有
効
打
と
な
り
、

そ
の
後
、
出
小
手
も
決
ま
り
ま
だ
時
間

的
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
打
ち
す
ぎ
た

き
ら
い
が
あ
っ
た
か
も
と
思
う
が
１
人

目
を
終
わ
り
、
二
人
目
も
落
ち
着
い
て

対
処
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
合
格
発
表

ま
で
不
安
で
ド
キ
ド
キ
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
や
が
て
発
表
と
な
り
受
審
番
号 

〔
５
６
４
Ａ
〕
を
確
認
し
思
わ
ず
ヤ
ッ

タ
ー
と
心
の
中
で
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
剣
道
形
も
落
ち
着
い
て
出
来
、
無

事
合
格
と
な
り
こ
れ
ま
で
な
ら
、
京
都

市
立
体
育
館
か
ら
阪
急
西
京
極
駅
ま
で

歩
い
て
約
１０
分
、
重
い
防
具
袋
を
か

つ
い
で
の
辛
い
帰
宅
も
今
回
は
何
と
も

心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 

勿
論
こ
こ
に
至
る
ま
で
は
諦
め
ず
に

努
力
稽
古
し
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
増
し
て
当
教
室
で
の
諸
先
生

方
、
連
盟
の
諸
先
生
方
の
惜
し
み
な
い

助
言
、
及
び
稽
古
を
つ
け
て
下
さ
っ
た

賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
は
こ
れ
が
フ
ロ
ッ
ク
と
思
わ
れ

な
い
よ
う
老
い
に
鞭
打
っ
て
一
生
懸
命

稽
古
に
励
む
所
存
で
す
の
で
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

（６） 



流流汗汗鍛鍛錬錬、、東東播播のの剣剣友友三三木木市市にに集集うう  
55..2211東東播播地地区区協協議議会会主主催催稽稽古古会会、、  

66..44剣剣道道指指導導法法・・審審判判法法講講習習会会をを実実施施 

東
播
地
区
稽
古
会 

５
月
２１
日(

土) 

三
木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・
エ
オ
の

森
研
修
セ
ン
タ
ー 

 

東
播
地
区
協
議
会
主
催
稽
古
会
が
三

木
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・
エ
オ
の
森

で
行
わ
れ
、
東
播
各
地
か
ら
約
６０
名

が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

各
市
町
輪
番
で
行
わ
れ
る
こ
の
稽
古

会
は
、
本
年
は
東
播
八
市
親
善
剣
道
大

会
が
行
わ
れ
る
三
木
市
が
会
場
市
。
冒

頭
明
石
市
の
平
野
東
播
地
区
協
議
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
安
栖
成
人
指
導
部

長
の
指
揮
で
稽
古
が
始
ま
っ
た
。 

エ
オ
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー
の
「
道
場
」

に
、
熟
練
の
剣
士
た
ち
の
熱
気
と
気
迫

の
こ
も
っ
た
竹
刀
の
打
ち
交
わ
す
音
が

充
満
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
あ

ま
り
の
稽
古
会
で
、
参
加
者
全
員
が
心

地
よ
い
汗
を
流
し
た
。 

 

当
日
午
後
か
ら
、
東
播
少
年
剣
道
連

盟
役
員
会
、
引
き
続
い
て
東
播
八
市
剣

道
連
盟
役
員
会
が
当
研
修
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
行
わ
れ
た
。 

役
員
会
で
は
、
来
る
８
月
２１
日
に

吉
川
総
合
公
園
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ

る
東
播
八
市
親
善
剣
道
大
会
団
体
戦
の

組
み
合
わ
せ
を
は
じ
め
、
大
会
運
営
等

が
慎
重
に
協
議
さ
れ
た
。 

三
木
市
か
ら
は
３
チ
ー
ム
が
出
場
。

こ
こ
３
年
連
続
３
位
と
地
力
も
付
い

て
き
た
わ
が
市
で
あ
る
だ
け
に
選
手

諸
君
の
奮
闘
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

会
場
市
と
し
て
悲
願
の
本
大
会
初
優

勝
を
め
ざ
す
。 

 

 

東
播
地
区
剣
道
指
導
法
・

審
判
講
習
会
を
実
施 

６
月
４
日
（
日
）
三
木
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

 

東
播
地
区
協
議
会
主
催
の
審
判

法
・
指
導
者
講
習
会
が
三
木
市
を
会

場
市
と
し
て
６
月
４
日
、
午
前
９
時

よ
り
東
播
各
市
郡
町
か
ら
１
１
４
名

の
剣
士
を
集
め
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
講
師
は
、
兵
庫
県
剣
道
連
盟
よ

り
、
内
濱
誠
志
教
士
八
段
を
お
招
き

し
、
午
前
中
は
日
本
剣
道
形
の
講
習
、

午
後
は
、
審
判
法
の
講
習
、
引
き
続

き
合
同
稽
古
と
一
日
中
み
っ
ち
り
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
午
後
４
時
ま
で

参
加
者
全
員
が
い
い
汗
を
流
し
た
。                      

内濱教士８段の講義 

日本剣道形についての指導 

鋭い気合で稽古をする参加者 

（７） 



月月
々々
のの
便便
りり  

丹
野
骨
平
（
こ
っ
ぺ
い
） 

 

燕
月
緑
句 

  

萌萌
黄黄
をを
圧圧
（（
おお
））
しし
てて  

紅紅
平平
戸戸  

旅旅
でで
詠詠
まま
れれ
しし  

杜杜
若若  

  

萌萌
黄黄
をを
圧圧
しし
てて  

紅紅
平平
戸戸  

三三
人人
扶扶
持持
のの  

屋屋
敷敷
井井
戸戸  

  

萌萌
黄黄
をを
圧圧
しし
てて  

紅紅
平平
戸戸  

国国
主主
のの
家家
紋紋  

軒軒
瓦瓦  

  

萌萌
黄黄
をを
圧圧
しし
てて  

紅紅
平平
戸戸  

故故
郷郷
潰潰
ええ
てて  

民民
残残
るる  

  

萌萌
黄黄
をを
圧圧
しし
てて  

紅紅
平平
戸戸  

昭昭
和和
のの
童童
もも  

早早
やや
傘傘
寿寿  

近
年
の
剣
道
人
口
の
減
少
と
、
３

年
生
に
と
っ
て
県
大
会
が
最
後
に
な

る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
、
今
年
度

の
団
体
戦
は
男
女
と
も
オ
ー
プ
ン
参

加
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
戦
は
昨
年

ま
で
と
同
様
に
、
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
選
手
（
東
播
は
ベ
ス
ト
１６
）

と
各
校
１
名
の
オ
ー
プ
ン
参
加
枠
が

あ
り
ま
す
。
三
木
勢
は
男
子
団
体
に

３
校
、
女
子
団
体
に
１
校
が
参
加
し
、

個
人
戦
は
男
女
合
わ
せ
て
８
名
（
予

選
通
過
者
は
濱
名
、
長
田
、
吉
村
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
下
記
の 

と
お
り
で
す
。 

男
子
の
団
体
戦
は
、
秋
の
新
人
大
会

の
結
果
か
ら
も
う
少
し
上
位
を
狙
っ
て

い
ま
し
た
が
、
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
個
人
戦
に
関
し
て

は
、
昨
年
度
、
出
場
選
手
が
全
員
初
戦

敗
退
で
し
た
が
、
今
年
度
は
半
数
が
初

戦
を
勝
ち
上
が
り
、
三
木
東
の
吉
村
が

４
回
戦
（
２
３
６
名
中
の
ベ
ス
ト
３２
）

ま
で
勝
ち
残
り
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
を
区
切
り
に
３
年
生
は
一

線
を
退
き
、
２
年
生
中
心
の
新
体
制
と

な
り
ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
新
入
部

員
（
１
年
生
）
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、

男
子
に
関
し
て
は
３
校
（
三
木
、
三
木

北
、
三
木
東
）
と
も
今
よ
り
上
を
狙
え

る
メ
ン
バ
ー
は
そ
ろ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
女
子
に
関
し
て
は
ど
の

学
校
も
ほ
と
ん
ど
入
部
し
て
お
ら
ず
、

厳
し
い
状
況
で
す
。 

新
チ
ー
ム
の
次
の
目
標
は
８
月
の
県

民
大
会
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
合
同
練

習
会
や
合
宿
な
ど
計
画
を
立
て
れ
ば
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
三
木

市
剣
道
連
盟
の
先
生
方
に
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

な
お
、
自
由
が
丘
中
学
校
か
ら
須
磨

学
園
に
行
っ
た
伊
藤
舞
が
女
子
個
人
戦

で
準
優
勝
し
、
８
月
に
青
森
県
弘
前
市

で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）
に
出
場
し
ま
す
。 

  
 

三
木
東
高
校 

武
中
敏
彦 

  校 名  

内 容 
三木 三木北 三木東 

３
日 

女子 

団体戦 

１回戦 

三木０－３姫路飾西 
不参加 不参加 

４
日 男子 

団体戦 

２回戦 

三木３－１洲本実業 

３回戦 

三木１－２姫路西 

２回戦 

三木北４－０兵庫工業 

３回戦 

三木北２－３社 

２回戦 

三木東５－０市伊丹 

３回戦 

三木東１－３県立大附 

５
日 

個人戦

女子 

濱名 初戦敗退 

中谷 初戦敗退 
 

胡谷 初戦敗退 

 

個人戦 

男子 

 

寺尾 初戦敗退 
長田 ２回戦進出 

戸田 ２回戦進出 

谷口 ２回戦進出 

吉村 ４回戦進出 

（ベスト３２） 

兵兵
庫庫
県県
高高
等等
学学
校校
総総
合合
体体
育育
大大
会会
剣剣
道道
大大
会会
結結
果果  

  

（
６
月
３
・
４
・
５
日 

兵
庫
県
立
武
道
館
） 

（８） 


